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１　ミニシンポジウムのねらい

　「学生とともに進めるＦＤ」というテーマは２年前の第１

４回ＦＤフォーラムの分科会が初めてであるが、その後、大

きな進展を見せているので、この間、特に活発な活動を行っ

ている４大学から学生とともに報告をしてもらい、今後の課

題と展望を考えたいというのが今回の趣旨である。

２　ミニシンポジウムの概要

　最初に木野から第１４回ＦＤフォーラムの分科会と以後

の経緯を紹介し、本日の参加者の所属大学・機関が１１０に

達したことを報告した。（下記参照）

北海道：

東北：

関東：

中部：

近畿：

中・四国：

旭川工業高等専門学校、小樽商科大学、札幌学院大学、

道都大学、北海道薬科大学

会津大学、秋田大学、岩手県立大学、羽陽学園短期大学、仙

台青葉学院短期大学、八戸工業大学、福島大学、山形大学

神奈川大学、共立女子大学、恵泉女学園大学、皇學館大学、

国際医療福祉大学、駒沢女子大学、相模女子大学、作新学

院大学、静岡県西部高等教育ネットワーク会議、芝浦工業

大学、上智大学、聖隷クリストファー大学、専修大学、創価大

学、玉川大学、つくば国際大学、帝京短期大学、東海大学、

東京医療保健大学、東京工業大学、東京慈恵会医科大学、

東京農業大学短期大学部、東京理科大学、東洋大学、常磐

大学、獨協大学、日本体育大学、日本大学、日本大学通信教

育部、日本薬科大学、浜松医科大学、文京学院大学、法政大学、

明治学院大学、立教女学院短期大学、早稲田大学、日経リ

サーチ、文部科学省

愛知大学、愛知教育大学、愛知県立大学、愛知淑徳大学、大

垣女子短期大学、鈴鹿医療科学大学、清泉女学院大学、敦

賀短期大学、富山大学、中日本航空専門学校、長野大学、南

山大学、日本赤十字豊田看護大学、日本福祉大学、福井工

業大学、松本大学、松本大学松商短期大学部、名城大学、

明倫短期大学

追手門学院大学、大阪大学、大阪工業大学、大阪国際大学、

大阪樟蔭女子大学、大谷大学短期大学部、関西外国語大学、

畿央大学、京都外国語大学、京都学園大学、京都光華女子大

学、京都産業大学、京都造形芸術大学、京都文教大学、近畿

大学、近畿大学豊岡短期大学、帝塚山大学、同志社女子大学、

同志社大学、三重中京大学、桃山学院大学、立命館大学

　岡山大学、岡山理科大学、高知学園短期大学、高知工業高

等専門学校、高松大学、比治山大学、広島経済大学、広島修

道大学、福山市立女子短期大学
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参　加　人　数　130名
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大﨑　雄二　（法政大学社会学部メディア社会学科 教授）

服部　憲児　（大阪大学大学教育実践センター 准教授）

平岡　　聡　（京都文教大学臨床心理学部 教授／共通教育担当 部長）

村山　孝道　（京都文教大学教務課 係長）

学　　　生　（立命館大学、追手門学院大学、法政大学、大阪大学、京都文教大学）

木野　　茂　（立命館大学共通教育推進機構 教授）
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九州・沖縄：

　上記の大学のうち学生ＦＤの動きがみられる大学はまだ２

０くらいであり、それも現在は西側の大学が多いのに対して、

当日の参加者の所属大学・機関は明らかに全国に広がって

おり、学生ＦＤに対する関心が高まっていることがこれから

もうかがえた。

　ついで、学生ＦＤサミットを始めた立命館大学の学生Ｆ

Ｄスタッフ（太田郁磨、山西悠介、古川みずき、前田裕介）か

ら、これまでの３回（2009.8、2010.2、2010.8）の学生ＦＤ

サミットの様子が紹介された。以下は当日発表スライドから

の抜粋である。

学生ＦＤサミットの構想
　「他大学を知る、自大学を見直す、三位一体で進める」

学生ＦＤサミットのコンセプト
　「大学を変える、学生が変える」

学生が大学(授業、教育、学生生活)をより良く変えるために

自由に意見を言える機会を作ることで、学生の視点で進める

「学生ＦＤ」を全国の大学に広めたい

学生ＦＤサミットの特徴
＊学生だけ、教員、職員だけではなく、「学生と教員、職員の

　三位一体」である

＊年度内に２回開催することで、一度きりのイベントではな

　く、持続的な効果のあるものにする

＊全国の大学が参加するため、同じ目標に取り組む多くの

　仲間ができる

＊2009夏から2010夏にかけて参加者が倍増、学生ＦＤに

　取り組む大学も5倍にも増えた

＊これを記に、サミット外の場においても、大学間の交流が

　始まっている

＊サミットから得たものを、実際にそれぞれの大学の中で、

　どのようにして学生ＦＤ活動として実践していくかが今後の

　課題

　その後、今回の主報告である４大学からの報告に移り、そ

れぞれ教職員・学生から35分の報告の後、10分の質疑応答

が行われた。

各大学の報告については別途、詳細な報告があるので、ここ

では要点のみを記す。

法政大学
（教員：大﨑雄二、学生：岡田拓也・田所健太郎）

　最初に、4回目の学生ＦＤサミットが初めて立命を離れ、こ

のＦＤフォーラムの翌週に法政大学で開かれるので、その

紹介が岡田氏からあった。

　次いで、大﨑氏と田所氏より社会学部における学生参加

型教学改革の取り組みと今後の課題が紹介された。

追手門学院大学
（教員：梅村修、学生：山下貴弘、久川尚恵、赤尾辰也、三上雄輔）

　梅村氏より、教育研究所が組織している追手門学院大学

の学生ＦＤスタッフの様々な活動の現況が紹介された後、

学生側、教職員側双方の今後の課題が示された。

　次いで、学生ＦＤスタッフの久川氏から、学生から見た学

生ＦＤの意義と課題が話された。

大阪大学
（教員：服部憲児、学生：岡部誠、菱田伊駒）

　服部氏より、大学教育実践センターのイベント「学生・教職

員懇談会」から始まった「パンキョー革命」の活動と課題につ

いての報告があり、次いで、岡部氏より仲間を増やして全学

規模でのＦＤを展開したいとの力強い発言があった。さらに

菱田氏より、「ワニバス（双方向型シラバス）」という取り組み

について、現況と課題が紹介があった。

京都文教大学
（教員：平岡聡、職員：村山孝道、学生：山田博貴）

村山氏より、京都文教大学でのＦＳＤ活動が始まった経緯と

その後の活動の概要について紹介があり、次いで平岡氏より

ＦＳＤ活動の具体例として自校史「京都文教入門」の授業改

善と新入生向けの新企画「プロジェクトＰＲフェスタ」の報告

があった、さらに学生の山田氏よりＦＳＤ活動に入ったきか

っけや今後の活動の抱負についての話があった。

この後、約１時間、参加者からの質疑や意見をもとに総合討

論を行った。

　　沖縄国際大学、北九州市立大学、久留米大学、長崎国際大

学、福岡大学、福岡女学院大学、福岡女子短期大学、名桜大学
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３　総合討論の概要

「しゃべり場」について
Ｑ（高知工専・教員）：どの報告でも「しゃべり場」というのがあ

　ったが、その良いところだけでなく、良くないところという

　か、うまくいかなかった例などがあれば知りたい。

Ａ（京都文教・学生）：良かったところは、今まで考えたことの

　なかったところまで視野が広がったことで、うまくいかなか

　った例は、オーバーヒートしてなかなかまとまらなかったり、

　２時間位しても終わらなかったりしたことがある。

Ａ（法政・学生）：少人数だから、お互いの意見をしっかり分

　かり合えてコミュニケーションが取れるところが｣良い。うま

　くいかなかった例は、教員がしゃべりすぎること。

Ａ（追手門・学生）：学生の意見が批判されてつぶされてしま

　うようなのは良くない。

Ａ（阪大・学生）：１回生でもとりあえず何かしゃべってみると

　いう点では得がたい機会だと思う。ただ同じ問題を何回も

　しゃべるだけでは意味がないので、２回目からはもっと調

　べてからやらないと成長もないと思う。

Ａ（立命・学生）：教職員が入ってくれることの良さもある。学

　生だけでやってると議論が堂々巡りになりがちだが、ある

　程度整理してくれるのが良い。もちろん、それが行き過ぎ

　ると議論になりにくくなるが。

Ｃ（木野）：しゃべり場では教職員の立ち位置が問題で、学生

　を批判したり説教したりするのはやめて、アドバイザーに

　徹することが必要だ。しゃべりすぎないことも大事だが、逆

　に何も言わないのも学生にとっては不気味だ。とりあえず

　一度やってみて欲しい。

学生は忙しい
Ｑ（恵泉女学院・教員）：学生と何かやっていく上での課題は、

　学生がアルバイト、課題、ダブルスクールとか、ともかく忙

　しくて、やる気のある学生と集まろうと言ってもなかなか予

　定が合わないこと。今日報告した学生たちも、他にもいろ

　いろやりたいことがあるはずだと思うが、どんなふうにして

　いるのか？

Ａ（法政・学生）：自分でやりたい活動なら、時間を作ると思う。

　そこまでもってくるのが最初難しいと思うけど、やりたいと

　思っている学生は確実に自分たちで時間を捻出して集ま

　ってくる。興味を持った学生にどれだけやりたいと思わせ

　られるか、そのきっかけを作るのは難しいけど、それさえ乗

　り越えれば。

Ａ（追手門・学生）：やりたいことを先にやっている。そういう

　段取りを自分で立てている。

生徒感覚の学生をどう変えるか
Ｑ（札幌学院・教員）：やりたいことが思ったのと違ったとか、何

　かうまく行かないとか、そういう消極的な休退学者やその予

　備軍の学生を学生ＦＤのようなところへ入れたいが、どう

　すればよいのか。阪大の岡部君も同じようなことを言ってい

　たので、こうしたいなという意見があればうかがいたい。

Ａ（阪大・岡部）：休退学者だけでなく、大学の授業になかな

　か出てこない学生は少なからずいると思う。二つ言いた

　い。一つ目は、大学に入ってくるときに、この先生に習いた

　いとか、自分はこの学問をやりたいんだと思う学生が今ど

　れほどいるかということを考えてほしい。今、大学の全入

　時代といわれて、ただ単に大学が通過点だと思って大学

　に来ている学生も多いというのは実態だと思う。大学の関

　係者は、そういう学生が多いというのをまず事実として受

　け止めてほしい。

　　二つ目は、中高までの教育を受けてきて、自分たちはま

　だ生徒だという感覚の学生が多いということ。今までは受

　験勉強とか、問題を解くというような勉強の仕方をしてきた

　から、解決するかどうかわからないような問題に対して取り

　組む勉強の仕方をまだ知らないので、生徒感覚でいる人が

　多い。もし対策をするのであれば、生徒感覚でいたり、自分

　で勉強したいものがないという学生に、学問の面白さとか

　を教えるというのが特に初年次教育で必要ではないか。

Ｃ（木野）：学生ＦＤサミットでも、来るのは２･６･２の上の

　２の人たちだと思う。しかし、学生なら授業には出てこな

　ければならない。だから、まずは授業が基点であり、教室

　が実践の場だ。昨日のシンポジウムで、私は「学生ととも

　に作る授業」というパラダイムシフトの話をしたが、「学生

　とともに進めるＦＤ」はそれと一体だと思っている。学生

　ＦＤだけですべてが出来るはずがない。生徒感覚の学生

　にどう振り向かせるのか、それはまず教室で振り向かせる

　ことであり、それは教員の責任である。そのためには授業

　を変えなければいけないということだが、それを後ろから

　押してくれるのが学生ＦＤである。だから学生ＦＤは三

　位一体で進めなければならない。私はそういうふうに学生

　ＦＤの意義付けをしている。
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学生ＦＤを支える教職員は楽しそうだ
Ｃ（木野）：私たち教職員は、４年間をどう自覚をもって送る

　かを学生に考えさせる場を作る責任があるのではと思う。

　そういう場の一つとして学生ＦＤというのは結構有効で、

　このわずか２年間だけでも予想以上に共鳴してくれる教

　職員・学生が各大学に広がった。昨日のシンポジウムで、

　去年の夏のサミットに参加された島根大の山田氏は、学

　生ＦＤにかかわる教職員はみんな楽しそうで元気そうだ

　が、教職員だけを相手にしているＦＤの教職員はみんな

　しんどそうだと語っていただいた。実際、今日報告してい

　ただいた方々も一様に「しんどいけども楽しい」と話された

　と思う。

Ｃ（京都文教・平岡）：今回、京都文教入門の改訂を考えてい

　くとき、教員・職員・学生が全く同じ方向を向いていた。多

　分、そこへ参加した学生にとっても新鮮だっただろうし、私

　自身も楽しかったし、喜びみたいなものを感じたのを今で

　も鮮明に覚えている。

Ｃ（追手門・梅村）：私が自分の学生の頃を振り返ると、大学

　の授業を自分で変えてやろうなんて思ったこともない。そ

　れに比べて一緒にやっている学生たちは実に立派で、心

　から尊敬している。そういう学生とＦＤ活動を続けられる

　ということは非常に楽しいことだし、自分の成長にもつな

　がっていると思う。

学生ＦＤによる改善への道筋
Ｑ（福岡大学・教員）：しゃべり場等で出てきたアイデアが実

　現して改善されたというような実例があれば紹介してほし

　い。大きな大学であればあるほどなかなか難しいが。

Ａ（阪大：服部）：実践センターはＦＤも担当するということ

　になっているので、例えば専任の先生方にコミュニケーシ

　ョン用のシートを作って使ってくださいとお願いするとこ

　ろまではできるが、その先となると、なかなか大きな大学

　はすぐに動くとは限らないのが実情で、それはＦＤ自体の

　課題だ。

Ｃ（岡山・教員）：どう実現するのかを最も重視するなら、この

　活動を岡山型にすべきだ。立命型と違って、岡山大学は実

　現することを第一に考えて組織作りをした。例えば、学生発

　案授業は普通の大学では非常に実現困難だろうが、岡山

　大学ではすんなりと実現できるような仕組みを整えている。

Ｃ（木野）：岡山大学では正式の専門委員会の中に学生が委

　員として入っているので、学生スタッフの選出も保証され

るし、決めたことは委員会の決定として大学の上に上がって

いく。それに対して、立命館大学や多くの大学では学生の主

体的な活動を重視してボランティア型である。しかし、それを

三位一体でやっている大学では、学生ＦＤをサポートしてい

るし、学生からの実現可能な提案はサポートしている部署の

責任で実現に向けて努力している。梅村氏は学生ＦＤを「橋

渡し」と表現されたが、学生側と大学側との「橋渡し」はわれ

われの責任だと自覚している。

最後に・・・
Ｃ（木野）：参加者の中でも学生ＦＤをやっているところがあ

　ると思うが、何でもどうぞ。

Ａ（岡山：学生）：岡山大では先ほどの話にあったように、委員

　会で決めて様々なＦＤ活動を行っている。学外とのかか

　わりというイベントではi＊Seeというのをやっており、学生

　と教職員によるグループディスカッションを通して三位一

　体で議論を深めていく良い場だと思う。今年度も9月に2日

　間かけてやろうと思っている。

Ａ（獨協大学・教員）：私も前々から大学は学生が主体であろう

　と思っていたので、学生ＦＤサミットやi＊Seeに参加して、最

　近、私の外国語学部でトーク・ラウンジというのを始めたと

　ころである。全学的にどう広めていくかを今思案中である。

Ｑ（明治学院大学・学生）：今、私も学生ＦＤ活動を始めよう

　としているが、いまひとつ次のステップ、行動する段階にな

　かなか踏み入ることが出来ない。発表された学生の人たち

　は、どのようにしてその行動力を喚起させているのか、どの

　ようにしてやる気を引き出しているのか。

Ａ（追手門・学生）：やっぱり可能性を見せてあげることかなと

　思う。こういうことができるんだと、背中を見せることかな。

　先輩にあこがれましたって入ってくれた学生が、こんなこ

　とやっていいんですか、やれるんですかと言って、むしろ

　今度は向うから提案するようになってきた。

Ａ（京都文教・学生）：やっぱりやる気を出していくには、自分

　から積極的に動いていくということが大事だと思う。例えば

　他大学訪問に行ったり、こういう企画どうだろうというのを

　職員さんに提案したりとか、どんどん新しいことを見つけて

　いくのが新たにやる気を出す秘訣だと思う。

Ａ（阪大・学生）：やっぱり、やってることを見せるということが

　一番早いと思う。先輩のやってることを見て、あ～すごいな

　と、それを真似しようとして。その次のステップである「考え

　て実践する」に進むところが難しいのかなと思う。
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Ｃ（文科省・職員）：今日は学生の人たちの非常に元気な取

　り組みを見せていただいて、とても楽しい会だった。今、

　大学は予算でも大変だが、学生は学費を払ってるのだか

　ら、その分、自分たちの成長のために使い倒していくとい

　う姿勢を貫いていってほしい。そして皆さんが大学を出

　たら、大学というのは大変学ぶ価値があるところなんだ

　ということを、きちんと世の中の人たちに言ってほしい。

Ｃ（木野）：今日は発表も討論も大変盛り上がって、非常に

　有意義な機会が持てたと思う。この後、来週に法政大学

　で学生ＦＤサミットがあるが、再来週には京都大学の大

　学教育研究フォーラムで学生ＦＤのラウンドテーブルを

　予定しており、６月の大学教育学会でも同じくラウンドテ

　ーブルを予定している。学生たちは学生ＦＤサミットで

　横のつながりを実現しているが、それをサポートする教

　職員の側の横のつながりもぜひ広げていきたい。そして

　学生ＦＤを教職学三位一体で大学教育改革を進める一

　つの原動力に育てていきたい。

４　総括

　別添の各大学の報告を読んでいただければわかるが、そ

れぞれの大学の特徴を生かした学生ＦＤの取り組みが学生

・教員・職員の三位一体で見事に展開されている。今回の報

告大学以外にも学生ＦＤに取り組み始めた大学は増えてい

るが、大学の規模（学部数・学生数）や設置形態（国公私立）

の違いなどにより、その活動の内容や方法も異なるだけでな

く、始めてはみたものの様々な課題に直面し難航していると

ころもある。学生ＦＤのさらなる発展のためには、これらの経

験を交流しながら互いに支え合う関係を作る必要がある。今

回のミニシンポジウムがその一里塚になれば幸いである。

　なお、このミニシンポジウムの翌週に開催予定であった法

政大学での学生ＦＤサミットは前日に起こった東北大地震

で中止になった。準備をしてこられた関係者の無念を察する

に余りあるが、学生ＦＤサミット・2011夏は立命館大学で引

き継ぐ覚悟である。また、今回の参加者やその近親者の中に

も被災された方々がおられることと思うが、謹んでお見舞い

申し上げたい。
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追手門学院大学国際教養学部 教授／教育研究所 所長　　梅村  　修

追手門版　学生FDスタッフの活動　現況と課題
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法政大学社会学部メディア社会学科 教授　　大﨑　雄二

アカデミック・コミュニティにおける「リア充」の実現をめざして
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大阪大学大学教育実践センター 准教授　　服部　憲児

大阪大学における「パンキョー革命」（学生・教職員懇談会）の成果・課題・展望
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